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「非接触体温検知器」を寄付していただきました。
　天川村商工会では、大峯山洞川温泉観光協会・洞川温泉旅館組合・天川村と共同で、天
川村の事業者・住民、そして観光客の方が安心して過ごせる観光地を目指し、「あんしん
　てんかわ」を合言葉に安全対策に取り組んでおられます。
　その一環として、「あんしん　てんかわ」に協賛いただいた地域事業所から寄付金を集
め、地域の子供たちを新型コロナウイルス感染症から守る為に、非接触体温検知器1台を
村内教育施設へ寄付していただきました。

　令和３年４月１日付け任用の会計年度任用職員を次のとおり募集します。
１．募集受付期間　令和３年２月１日（月）から令和３年２月12日（金）
２．募集職種一覧

　※業務内容の詳細につきましては、担当課までお問合せ下さい。
３．任用期間　原則１会計年度（令和３年４月１日～令和４年３月31日）
４．任用時間　１日あたり「所定勤務時間　7時間以内」・１週間あたり「35時間以内」
５．�応募資格・選考方法及び会計年度任用職員採用申込書（所定に様式）等は下記まで

お問い合わせください。
【問合せ先】　天川村総務課　人事係　☎６３-０３２１

番
号

主な
勤務場所 業務概要等 資格等 予定

人数 担当課 日額報酬額
（1日7時間）

1 総合案内所 観光施設受付事務 普通運転免許 １ 地域政策課 6,283円
2 国保診療所 医療事務 医療事務資格 １ 健康福祉課 7,264円

令和３年度天川村会計年度任用職員募集
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忘れていませんか？「自賠責保険・自賠責共済」

自賠責保険・共済なしでの運行は法令違反です！
　自賠責保険・共済は、万一の自動車事故の際の基本的な対人賠償を目的として、自動車損害
賠償保障法に基づき、原動機付自転車を含む全ての自動車に加入が義務づけられており、自賠
責保険・共済なしで運行することは法令違反ですのでご注意ください。

　交通事故による死傷者数は年々減少傾向にあるものの、令和元年の事故発生件数は約38万件、死
傷者数は約46万人と、国民の誰もが交通事故の被害者にも加害者にもなり得る極めて深刻な状況と
なっています。
　交通事故は、車社会の負の部分であり、被害者にとっても加害者にとっても悲惨な結果をもたらす
ものです。
　自賠責保険・共済は、すべてのクルマ・バイク１台ごとに加入が義務づけられており、加害者の賠
償責任を担保することで、被害者の基本的な賠償を保障する制度であり、被害者の救済を目的として
います。
　ひとり一人が、より一層自賠責制度の役割や重要性、保険金・共済金の支払いのしくみ等を十分に
理解・認識することがとても大切です。

■　近畿運輸局　奈良運輸支局　　０７４３－５９－２１５１（内線 ４）

　令和３年の各大字区長を紹介します。（令和３年１月１日現在）

各 大 字 区 長 の 紹 介

大　字 区　長　氏　名 大　字 区　長　氏　名

洞　川 角　谷　甚四郎 坪　内 森　本　新　二

北　角 堀　口　元　司 九　尾 中　村　　　猛

中　越 阪　谷　　　均 栃　尾 井　筒　昭　則

川　合 前　田　俊　樹 和　田 上　西　修一郎

沖　金 堀　井　義　信 篭　山 石　㟢　豊　弥

中　谷 堀　井　孝　眞 庵　住 小　林　光　男

沢　原 森　田　幸　彦 山　西 今　西　　　勉

北小原 水　口　勝　資 広　瀬 花　谷　光　信

五　色 森　田　正　文 塩　野 平　　　功　一

南日裏 奥　田　厳　夫
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　令和２年12月31日付けをもって、栃尾の南たづ子様が人権擁護委員を退任され、その
後任として令和３年１月より和田の中森和代様が人権擁護委員に就任されました。
　新しく委員になられました中森和代様には、より一層地域に密着した人権擁護委員活動
にご尽力いただきますようお願いいたします。
　また、今回をもって退任されました南たづ子様には、天川村の人権に関わる相談活動等
にご尽力いただきましたことに厚く御礼申し上げます。

＊人権擁護委員とは？

　人間が「命」という平等なものを授かり、生きていく上で、人権は大切に守られていか
なければなりません。しかし現実には、日常生活のなかで人権をめぐる問題が起きていま
す。また、「人権」は目に見えるカタチとしてあるものではないので、人権侵害や不当な
扱い、虐待などが実際に行なわれていても、なかなか表面化しないケースも多いと思われ
ます。そこで、地域住民の身近な相談相手として、人権擁護委員が法務大臣から委嘱さ
れ、全国の市町村で活躍しています。

◇天川村の人権擁護委員　（令和３年１月より）
　・中越　阪谷　均　委員　　・和田　中森　和代　委員

人権擁護委員が交代しました
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　 　（先月号に引き続き、今月号も保険料の口座振替制度についてご案内いたします。）

　口座振替のお申し込みは、【国民年金保険料口座振替申出書】に必要事項を記入・押印（金融機関
の届出印）し、大和高田年金事務所へ郵送してください。または納付書・年金手帳のほか免許証等の
身分証明となるもの、通帳・金融機関届出印をご持参のうえ大和高田年金事務所または口座振替を行
う口座のある金融機関の窓口に提出してください。

　６か月前納の後半を除き、今月末（２月26日）が提出期限(日本年金機構必着)です。お申し込み
前に必ず提出期限をご確認ください。また、郵送の場合は提出期限内に届くように余裕をもって投函
してください。なお、１か月前納（早割）は随時受付しています。

※１　口座振替日が金融機関休業日(土曜日・日曜日・祝日)の場合は、翌営業日となります。

※２　令和２年度を基にした割引額です。令和３年度の保険料は、令和３年２月下旬に告示される予定です。

前納種類 前納期間 提出期限 口座振替日※１

６か月
４月　～　９月　　 ２月末 　４月末

１０月　～　翌年３月　 ８月末 １０月末
　１年 　４月　～　翌年３月　 ２月末 　４月末
　２年 　４月　～　翌々年３月 ２月末 　４月末

納付方法
割引額※２

備　考口座振替 現金納付
通常納付
（翌月末振替・納付）

0円 0円

早　割
（当月末振替）

50円 －－－ 口座振替のみで現金納付
なし

６か月前納 1,130円 810円 口座振替は現金納付より
320円お得

１年前納  4,160円  3,520円 口座振替は現金納付より
640円お得

２年前納 15,840円 14,590円 口座振替は現金納付より
1,250円お得

　　　　　　　■住民課　国民年金係　☎６３－０３２１（内線１６５）

国民年金保険料口座振替のお申し込みは簡単！

「口座振替」と「現金納付」の比較

こ く み ん ね ん き ん
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　令和３年度分の村県民税の申告の受付が始まります。（申告書は、２月初旬に送付する予定です）

　この申告は、村県民税や国民健康保険税等を正しく算出する基礎となるだけでなく各種証明書の発行にも
重要なものですので、必ず３月15日（月）までに提出して下さい。

　村県民税の申告書は、昨年の実績等を基に、申告が必要と思われる方に送付しています。
　収入が無かった方についても申告書を送付している場合がありますが、これは、各種保険等の算定や判定
資料となる場合や非課税証明書の交付を必要とする場合に必要な為に送付しています。

　また、下
・ ・

記に
・

該
・ ・

当す
・ ・

る方
・

以
・ ・

外で、申告が必要であるにもかかわらず、万一申告書が届かない方は
役場住民課にご連絡下さい。随時送付致します。

《下記に該当する方は村県民税の申告書の提出は不要です》
　・所得税の確定申告をされる方
　・前年中の給与収入が1か所のみで、年末調整が済んでおり、役場に給与支払報告書提出されている方。
　・前年中の収入が、公的年金のみで、日本年金機構から役場に公的年金支払報告書が提出されている方

注意：�源泉徴収票に記載が無い各種所得控除（生命保険料控除・扶養控除・社会保険料控除・医療費控除
等）を受けようとする場合は申告書の提出が必要です。

　下記の日時におきまして、近畿税理士会吉野支部による確定申告相談会を行います。

今年は、コロナウイルス感染症対策の為、予約制とさせて頂きますので、確定申告もしくは相談される方は
事前に役場住民課（☎６３－０３２１）にお申し込み下さい。

◎相談日時
　開設日及び時間　　　２月16日（火）９時30分～正午、13時～16時
　会　　　　　場　　　天川村役場　山村開発センター　住民ホール　　※要事前予約
　　　　　　　　　　　※交通事情や天候等により、相談開始時間が遅れる場合があります。

　相談へお越しの際は、前年分の申告書の控え、決算書・収支内訳書等の控え、源泉徴収票や所得控除に係る
各種証明書など申告書の作成に必要な書類、還付金受取金融機関口座番号の分かるもの、印鑑をご持参下さい。
　また、資産（土地・建物や株式等）の譲渡、贈与税、相続税、山林所得の相談は、行いませんので、これ
らに関する相談が必要な場合は、直接吉野税務署でご相談下さい。

お問合せ先：役場住民課　税務係　☎６３-０３２１

公的年金等収入金額が400万円以下であり、かつ、公的年金等に係る雑所得以外の所得金額が20万円
以下である場合には、確定申告の必要はありません。（ただし、所得税の還付申告を受ける場合は確
定申告書の提出が必要です。）
　※�公的年金等の源泉徴収票に記載されていない各種控除（生命保険料控除や医療費控除等）を受ける

場合においては、申告が必要ですのでご注意下さい。

令和３年度　村県民税申告のお願い　《 3月15日（月）まで 》

税理士による確定申告の相談会の開催について
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PC・スマホで確定申告　3密回避にご協力下さい
進化するスマート申告！
～５つのステップで手続完結！～

「マイナンバーカード」又は「ID・パスワード方式の
届出完了通知」をお持ちの方は自宅等からPC・スマホ
で申告ができます。
○�　令和2年分所得税及び復興特別所得税の確定申告期間は、２月16日(火)から
３月15日(月)までです。
○�　新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防止するため、混雑緩和を図る観点
から確定申告会場への入場は「入場整理券」が必要となります。
　�　入場整理券は、当日会場で配付しますが、事前に「LINE」アプリでも発行可
能です。

　　状況により早めに配付を終了する場合がありますのでご了承ください。
〇　確定申告会場へ入場いただくまで、長時間お待ちいただくことがあります。
〇　「検温」「マスクの着用」「手指の消毒」等の感染予防対策にご協力ください。

吉野税務署からのお知らせ

① ② ③ ④
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　気温の変化が激しく、乾燥する冬にはインフルエンザに限らず、風邪や感染性胃腸炎などの病気が
流行しやすい季節です。特にこの時期は、感染症が流行しやすいので、感染予防対策をして、自分自
身の健康を守りましょう。

★予防方法★
①こまめな手洗い
　　帰宅後や調理の前後、食事前などに、石けんを使ってしっかり洗いましょう。
　　アルコールを含んだ消毒液で手を消毒するのも効果的です。
②日ごろからに体調管理し免疫力を高める
　　ふだんから十分な栄養と睡眠を心がけ、体の抵抗力を高めておきましょう。
③適切な湿度の保つ
　　乾燥により喉の粘膜の防御能力が低下します。
　　室内は50〜60％の適切な湿度を保つと効果的です。
④人混みを避ける
　　できるかぎり人混みや繁華街など人が密集する場所を避けましょう。
　　また、不要不急の外出は控えるようにしましょう。
⑤マスクを着用しましょう

★診療所受診の際の注意点★
・受診前にご自宅で検温をしてください。
・�「37.5℃以上の発熱」「咳や息苦しさ、強い体のだるさ、筋肉痛」「匂いがしない、味がしない」
といった症状がある場合は、必ず診療所に連絡をし、指示に従って受診してください。
・�また、体調の変化には十分ご注意いただき、異変を感じる場合は、くれぐれも無理をせず、
　速やかに医師にご相談ください。

インフルエンザなどの感染症にご注意を！！

　　○発熱など症状があるときは、まず身近な医療機関に電話でご相談ください。
　　○�発熱などの症状がなくても、感染の不安がある場合は、「新型コロナ・発熱患者受診相談窓口」

に電話相談してください。

新型コロナウイルス感染症に関する電話相談

保 健 事 業 の お 知 ら せ

専 用 窓 口 電 話 番 号 対 応 時 間

新型コロナ・発熱患者
受診相談窓口 ０７４２－２７－１１３２ 平日

土・日・祝 　２４時間対応

奈 良 県 庁 ０７４２－２７－８５６１ 平日　　　　 　８：３０～１７：１５
土・日・祝　　１０：００～１６：００

吉野保健所 ０７４７－５２－０５５１ 平日　　　　 　８：３０～１７：１５
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閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日（建国記念日）

国保診療所・ほほえみポート天川・
ごみ収集　２月の予定表

日 曜日

国　保　診　療　所

午　前
（受付 午前8：30

〜11：00）

午　後
（受付 午後1：30

〜3：30）
（水曜日のみ午後2：00〜3：30）

ほほえみポート天川

保　　健　　事　　業

ご
み
収
集

	 1	 月	 診　　察	 診　　察	 心の健康相談	 燃　焼

	 2	 火	 診　　察	 検 査 日		  資源１

	 3	 水	 診察(松村医師)	 休　　診	 すこやか健診

	 4	 木	 診　　察	 検 査 日		  不　燃

	 5	 金	 診　　察	 診　　察		  燃　焼

	 6	 土		

	 7	 日		

	 8	 月	 診　　察	 診　　察		  燃　焼

	 9	 火	 診　　察	 検 査 日		  資源１

	 10	 水	 休　　診	 診察(西尾医師)		  資源２

	 11	 木	

	 12	 金	 診　　察	 診　　察		  燃　焼

	 13	 土		

	 14	 日		

	 15	 月	 診　　察	 診　　察		  燃　焼

＊　医師不在時は投薬できません。薬の切れる方は早めに受診して下さい。
＊　水曜午前の診察は整形外科専門診療です。
＊　診察を受けずに投薬はできません。
＊　受診時はエコバッグをご持参ください。

粗　大
（予約）

脳のトレーニング教室
運動機能向上教室　10：35～

脳のトレーニング教室
運動機能向上教室　10：35～
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国保診療所・ほほえみポート天川・
ごみ収集　２月の予定表

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日（天皇誕生日）

日 曜日

国　保　診　療　所

午　前
（受付 午前8：30

〜11：00）

午　後
（受付 午後1：30

〜3：30）
（水曜日のみ午後2：00〜3：30）

ほほえみポート天川

保　　健　　事　　業

	 16	 火	 診　　察	 検 査 日		  資源１

	 17	 水	 診察(松村医師)	 診察(西尾医師)	

	 18	 木	 診　　察	 検 査 日		  不　燃

	 19	 金	 診　　察	 診　　察		  燃　焼

	 20	 土		

	 21	 日	

	 22	 月	 診　　察	 診　　察		  燃　焼

	 23	 火		

	 24	 水	 診察(松村医師)	 診察(西尾医師)		  資源１

	 25	 木	 診　　察	 検 査 日		  資源２

	 26	 金	 診　　察	 診　　察		  燃　焼

	 27	 土		

	 28	 日		

脳のトレーニング教室
運動機能向上教室　10：35～

脳のトレーニング教室
運動機能向上教室　10：35～

見える所に貼り、ご活用下さい。

ご
み
収
集

粗　大
（予約）



11

　下記の日程で、すこやか健診（乳幼児健診）を実施いたします。対象となるご家庭に
は別途個人通知致しますので、必ずお越しください。

　≪持ち物≫　母子手帳・問診票（必要事項をご記入の上必ずご持参ください）

　臨床心理士による心の健康相談会を開催します。一人で抱えている悩みのある方、気持ちがすっき
りとせず不安のある方など、どなたにもお申込みいただけます。相談は無料で、個別相談となってお
りますので、予約制です。相談を希望される方は、下記までお申込みください。相談の内容などの秘
密は、固く守られます。この機会をぜひご利用ください。

　個別に医療機関に受診して頂く「個別検診」の受付終了が迫っています。受診を希望される方は、
専用の受診票をお渡ししますので２月26日（金）までにほほえみポート天川内健康福祉課までお申し
込みください。

＊＊＊＊ 今年度の受診を希望される方は、今月が最終受付になりますのでお急ぎください ＊＊＊＊
○�乳がん検診・子宮がん検診につきましては、下記の生年月日に当てはまる方は令和２年度の個人負担
が無料となります。この機会に是非受診ください。

開催日：２月１日（月）
会　場：ほほえみポート天川
内　容：個別相談（臨床心理士の先生お１人との相談となります。）
申込先：ほほえみポート天川　保健師まで　☎６３－９１１０

すこやか健診のご案内

心の健康相談のご案内

個別検診のお知らせ（最終のご案内です！！）

乳がん検診
40歳　昭和54年４月２日～昭和55年４月１日
45歳　昭和49年４月２日～昭和50年４月１日
50歳　昭和44年４月２日～昭和45年４月１日
55歳　昭和39年４月２日～昭和40年４月１日
60歳　昭和34年４月２日～昭和35年４月１日

子宮がん検診
20歳　平成11年４月２日～平成12年４月１日
25歳　平成６年４月２日～平成７年４月１日
30歳　平成元年４月２日～平成２年４月１日
35歳　昭和59年４月２日～昭和60年４月１日
40歳　昭和54年４月２日～昭和55年４月１日

胃内視鏡検診（胃カメラ） 乳がん検診 子宮がん検診
対象

（天川村民に限る） ５０歳以上の方 ４０歳以上の女性 ２０歳以上の女性

受 診 間 隔 ２年に１度 ２年に１度 毎　　年

受 診 会 場 南奈良総合医療センター 南奈良総合医療センター
鎌田医院 県内検診実施医療機関

自 己 負 担 ２，５００円 １，５００円 ２，０００円

ご不明な点につきましては、ほほえみポート天川内健康福祉課保健師までお問い合わせ下さい。

連絡先　☎63−9110

日　　程 開 催 時 間 会　　場
２月３日（水） 午後２時00分～午後２時15分 ほほえみポート天川　２階
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令
和
二
年
第
二
回
天
川
村
議
会
臨
時
会

が
、
十
二
月
十
八
日
に
招
集
さ
れ
開
会
さ
れ

ま
し
た
。

　

会
期
に
つ
い
て
は
一
日
間
と
定
め
、
原
案

の
と
お
り
同
意
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。
そ
の

概
要
を
報
告
し
ま
す
。

同
意
事
項

～
同
意
に
つ
い
て
～

◇�

監
査
委
員
（
議
会
選
出
）
の
選
任
に
つ
き

同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

▽�

議
会
代
表
監
査
委
員
と
し
て
今
西
行
雄
議

員
が
選
出
さ
れ
同
意
し
ま
し
た
。

◇�

令
和
二
年
十
二
月
十
八
日
に
第
二
回
臨
時

会
に
お
い
て
、
役
員
改
選
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

令
和
二
年
第
二
回
臨
時
会
を

開
催
し
ま
し
た

議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り

役
員
改
選

▽
議
会
役
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

議　
　

長　
　
　

堀　

井　

義　

信

　

副
議
長　
　
　

小　

屋　

敏　

巳

※
常
任
委
員
会

◇
総
務
委
員
会

　

委
員
長　
　
　

今　

西　

行　

雄

　

副
委
員
長　
　
　

小　

屋　

敏　

巳

　

委　
　

員　
　
　

水　

口　

大　

介

　
　
　
〃　
　
　
　

玉　

井　

賢　

司

◇
経
済
厚
生
委
員
会

　

委
員
長　
　
　

今　

西　
　
　

勉

　

副
委
員
長　
　
　

銭　

谷　

春　

樹

　

委　
　

員　
　
　

水　

口　

大　

介

　
　
　
〃　
　
　
　

堀　

井　

義　

信

◇
予
算
決
算
審
査
委
員
会

　

委
員
長　
　
　

玉　

井　

賢　

司

　

副
委
員
長　
　
　

堀　

井　

義　

信

　

委　
　

員　
　
　

全　
　

議　
　

員

◇
議
会
運
営
委
員
会

　

委
員
長　
　
　

銭　

谷　

春　

樹

　

副
委
員
長　
　
　

今　

西　

行　

雄

　

委　
　

員　
　
　

今　

西　
　
　

勉

　
　
　
〃　
　
　
　

玉　

井　

賢　

司

※
特
別
委
員
会

◇
ダ
ム
・
堆
積
土
砂
対
策
特
別
委
員
会

　

委
員
長　
　
　

今　

西　
　
　

勉

　

副
委
員
長　
　
　

銭　

谷　

春　

樹

　

委　
　

員　
　
　

全　
　

議　
　

員

◇
災
害
復
旧
推
進
特
別
委
員
会　
　

　

委
員
長　
　
　

水　

口　

大　

介

　

副
委
員
長　
　
　

小　

屋　

敏　

巳

　

委　
　

員　
　
　

全　
　

議　
　

員

※
議
会
選
出
議
員

◇
監
査
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　

今　

西　

行　

雄

◇
さ
く
ら
広
域
環
境
衛
生
組
合
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　

今　

西　
　
　

勉

　
　
　
　
　
　
　
　

今　

西　

行　

雄

◇
南
和
広
域
衛
生
組
合
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　

堀　

井　

義　

信

◇
南
和
広
域
医
療
企
業
団
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　

銭　

谷　

春　

樹

◇
国
保
運
営
協
議
会

　
介
護
保
険
運
営
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　

小　

屋　

敏　

巳

　
　
　
　
　
　
　
　

今　

西　
　
　

勉

　
　
　
　
　
　
　
　

今　

西　

行　

雄

◇
天
川
村
人
権
教
育
推
進
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　

玉　

井　

賢　

司

　
　
　
　
　
　
　
　

堀　

井　

義　

信

◇
天
川
村
地
域
自
立
支
援
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　

小　

屋　

敏　

巳

　
　
　
　
　
　
　
　

水　

口　

大　

介

◇
子
供
子
育
て
推
進
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　

今　

西　
　
　

勉

　
　
　
　
　
　
　
　

玉　

井　

賢　

司

◇
天
川
村
社
会
福
祉
協
議
会

　

理　
　

事　
　
　

今　

西　

行　

雄

　

評
議
員　
　
　

水　

口　

大　

介
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　毎年恒例の消防出初式については、本年は１月10日（日）に天川村消防団出初式、１
月17日（日）に奈良県消防協会吉野支部連合出初式が執り行われる予定でしたが、新型
コロナウイルス感染症拡大防止の観点から中止とする判断をいたしました。
　本来であれば出初式において表彰状の授与が行われますが、出初式中止により表彰者へ
は各分団を通して表彰状が贈られました。
　一年の節目として出初式が開催できなかったことは残念ではありますが、生命と財産を
守るという消防基本を疎かにすること無く、地域住民の期待に添えるよう日々鍛錬に励ん
でまいります。

防災 てんかわ
第96回
◆ 令和３年消防出初式 ◆

★
奈
良
県
知
事
表
彰

　

第
１
分
団　

部　

長　

橋
田　

裕
樹

　

第
３
分
団　

部　

長　

杉
本　

將
樹

★
奈
良
県
消
防
協
会
長
表
彰

　

第
１
分
団　

分
団
長　

西
浦　

則
道

　

第
２
分
団　

部　

長　

堀
井　
　

学

★
奈
良
県
消
防
協
会
吉
野
支
部
長
表
彰

　

第
２
分
団　

班　

長　

堀
尾　

嘉
正

　

第
１
分
団　

団　

員　

稲
田　

至
朗

　

第
１
分
団　

団　

員　

植
林
龍
太
郎

（
敬
称
略
）

（
階
級・勤
続
年
数・年
齢
順
）

★
天
川
村
長
表
彰

　

第
２
分
団　

班　

長　

根
来　

一
平

　

第
２
分
団　

班　

長　

山
本　

晋
也

★
天
川
村
消
防
団
長
表
彰

　

第
２
分
団　

団　

員　

西
仲　

康
博

　

第
３
分
団　

団　

員　

森
本　
　

航

★
吉
野
警
察
30
年
勤
続
感
謝
状

　

第
２
分
団　

分
団
長　

奥
田　

豊
文

★
吉
野
警
察
感
謝
状
（
山
岳
救
助
隊
員
）

　

第
１
分
団　

部　

長　

梶　

五
久
雄

　

第
２
分
団　

部　

長　

前
岡　

賢
治

（
敬
称
略
）

（
階
級・勤
続
年
数・年
齢
順
）

天
川
村
消
防
団
出
初
式

　

表
彰
受
賞
者

奈
良
県
消
防
協
会
吉
野
支
部

出
初
式

　

表
彰
受
賞
者
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主要地方道　高野天川線の供用開始について
　主要地方道　高野天川線の道路拡幅工事により、道路の狭隘部が解消され、通行しやす
くなります。今後も引き続き、奈良県と協働して事業を推進して参りますので、ご理解・
ご協力のほど、宜しくお願い致します。

■和田地区（令和２年10月30日　部分供用）

■庵住地区（令和２年11月20日　部分供用）

■栃尾地区（令和３年１月29日　部分供用）

拡幅前

拡幅前

拡幅前

拡幅後

拡幅後

拡幅後

⇨

⇨

⇨
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お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。
な
お
、
健
康

相
談
は
無
料
相
談
の
み
で
、
診
療
・
検
査
等

は
行
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

開
催
日
時

目
の
健
康
相
談
（
眼
科
医
会
）

　

２
月
９
日
（
火
）

　

午
後
２
時
～
午
後
３
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

整
形
外
科
に
関
す
る
健
康
相
談

（
整
形
外
科
部
会
）

　

２
月
16
日
（
火
）

　

午
後
２
時
～
午
後
３
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
受
付
締
切
２
月
15
日
（
月
）

内
科
疾
患
に
関
す
る
健
康
相
談

（
内
科
部
会
）

　

２
月
24
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
２
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

精
神
科
に
関
す
る
健
康
相
談

（
精
神
神
経
科
部
会
）

　

２
月
26
日
（
金
）

　

午
後
３
時
～
午
後
４
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
中
止
に
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
必
ず
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

開
催
場
所

　

奈
良
県
医
師
会
館
・
１
階

　

県
民
健
康
サ
ー
ビ
ス
室

　

（
近
鉄
大
和
八
木
駅
か
ら
北
へ
徒
歩
７
分
）

　

放
送
大
学
は
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
や
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ
オ
放

送
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
通
信
制

の
大
学
で
す
。
学
位
取
得
は
も
ち
ろ
ん
、
社
会

人
の
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
や
企
業
等
の
職
員
研
修

等
に
も
対
応
し
た
科
目
を
幅
広
く
用
意
す
る
な

ど
、
生
涯
学
習
の
中
核
的
機
関
と
し
て
の
役
割

を
担
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

放
送
大
学
で
は
２
０
２
１
年
度
第
１
学
期

（
４
月
入
学
）の
学
生
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

出
願
期
間

　

第
１
回
：
２
０
２
０
年
11
月
26
日
（
木
）

　
　
　
　

～
２
０
２
１
年
２
月
28
日
（
日
）

　

第
２
回
：
２
０
２
１
年
３
月
１
日
（
月
）

　
　
　
　

～
２
０
２
１
年
３
月
16
日
（
火
）

出
願
資
格

①�

満
15
歳
以
上
の
方
な
ら
、
１
科
目
か
ら
学

習
す
る
科
目
履
修
生
ま
た
は
選
科
履
修
生

と
し
て
入
学
で
き
ま
す
。
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
や
自
己
実
現
な
ど
、
生
涯
学
習
を
目
指

せ
ま
す
。

②�

満
18
歳
以
上
で
高
校
卒
業
等
の
大
学
入
学

資
格
を
お
持
ち
の
方
は
、
書
類
選
考
に
よ

り
大
学
卒
業
を
目
指
す
全
科
目
履
修
生
と

し
て
入
学
で
き
ま
す
。

③�

高
校
卒
業
等
の
大
学
入
学
資
格
を
お
持
ち

で
な
い
方
も
、
①
で
所
定
の
16
単
位
以
上

を
修
得
し
満
18
歳
以
上
に
な
れ
ば
、
大
学

卒
業
を
目
指
す
全
科
目
履
修
生
と
し
て
入

学
で
き
ま
す
。

※�

入
学
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
学
ぶ
意
欲

が
必
要
で
す
。

※�

卒
業
す
る
と
国
公
私
立
大
学
と
同
様
に
学

士
（
教
養
）
の
学
位
を
取
得
で
き
ま
す
。

　

�

そ
の
他
の
資
格
取
得
は
大
学
案
内
等
を
参

照
し
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　

放
送
大
学
奈
良
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
７
４
２
︱
20
︱
７
８
７
０

　

登
記
・
年
金
・
保
険
・
雇
用
な
ど
に
つ
い

て
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
、
身
近
な
困
り
ご
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
行
政
相
談
委
員
が
開
設

す
る
行
政
相
談
所
で
お
気
軽
に
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
・
秘
密
厳
守
で
す
。

〈
行
政
相
談
委
員
が
開
催
す
る
行
政
相
談

所
〉

日
時
：
２
月
16
日
（
火
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時

場
所
：
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

相
談
の
お
相
手
：
行
政
相
談
委
員　

中
村　

猛

３
月
１
日
～
３
月
７
日

春
季
火
災
予
防
運
動
実
施

統
一
標
語
「
そ
の
火
事
を　

防
ぐ
あ
な
た
に

　

金
メ
ダ
ル
」

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え
ま
す
の

で
、
火
気
の
取
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
ま
し

ょ
う
。

住
宅
防
火　
命
を
守
る　
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

―　
３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策　
―

３
つ
の
習
慣

・
寝
た
ば
こ
は
絶
対
や
め
る
。

・�

ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
物
か
ら
離
れ

た
位
置
で
使
用
す
る
。

・�

ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き

は
、
必
ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

・�

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
な
ど
を
設
置
す
る
。

・�

寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め

に
、
防
火
製
品
な
ど
を
使
用
す
る
。

・�

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、
住

宅
用
消
化
器
な
ど
を
備
え
る
。

・�

お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る
た

め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

火
災
・
救
急
は
１
１
９

　
付
い
て
い
ま
す
か
？
住
宅
用
火
災
警
報
器

　

奈
良
県
広
域
消
防
組
合　

下
市
消
防
署

　

http://www.naraksk119.jp/

　
�

奈
良
県
医
師
会
の
学
術
部
会
が

行
な
う
健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

　

�

放
送
大
学
で
学
ん
で
み
ま
せ
ん

か
？

　

�

困
っ
た
ら
１
人
で
悩
ま
ず
行
政
相
談

　

行
政
相
談
所
を
開
催
し
ま
す
。

　

�

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

予
約
必
要

予
約
必
要

予
約
必
要

予
約
必
要
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こんな便利な物が、突然、火災に！！
　近年、携帯電話やモバイルバッテリーなどのリチウム
イオン電池が発熱したり、火が出るといった事故が急増
しています。事故の原因としては、製造過程の不具合に
よるものと取扱方法の誤りなどが考えられます。リチウ
ムイオン電池を使用した製品を使用する場合は、次のこ
とに注意してください。

①電池が異常に熱くなる、または膨らむ

　⇒内部に異常がある可能性があるので、ただちに使用を中止してください。

②転倒や落下などの衝撃で変形

　�⇒内部で電極同士がショートし、発熱、発火する可能性がありますので、使用を中止し
てください。また、衝撃は与えないでください。

③就寝中の充電

　�⇒ふとんのような燃えやすいところではなく、まわりに燃えやすい物がないところで充
電してください。

④リコール情報

　�⇒使用している製品のリコール情報をインターネットで確認し、リコール対象の製品で
あれば、使用を中止してください。

⑤ついていますか？「PSE」マーク

　�⇒海外で作られた製品の中には、製造過程の対策が
甘く、ミクロン単位の異物が混入してしまうことが
あるので、購入の際は、PSEマークの入った製品で
あるか確認してください。
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　皆さんこんにちは。地域おこし協力隊で夏イチゴ栽培に携わっている、黒光と

小西です。

　厳しい寒さが続く中、夏イチゴハウスでは３月の定植に向けて株抜き作業を

しております。

　株抜き作業では、気温がマイナスの日に土が凍って中々抜けなかったり、普段

使うことのない筋肉を使って筋肉痛になったりと、大変ですが着々と作業の終わ

りが見えてきています。

　株抜き作業が終われば土を継ぎ足して耕耘し、マルチをかける等まだまだ作業

はありますが、気を引き締めてとりかかっていきたいと思います。

　そして今年こそは皆さまのお手元に夏イチゴが行き渡るように、二人で力を

合わせて頑張りますので何卒宜しくお願いいたします。

天川村地域おこし協力隊だより　㊾
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The river of heaven

■広報「てんかわ」は再生紙を使用しています。

古紙配合率100％再生紙 大豆油インキを使用しています

人口　1,335人（－６）	 男　641人（－３）	 女　694人（－３）	 世帯数　659戸（±０）

22.21トン	　前月比： 71.76％　	前年同月比： 93.59％ 2.80トン	　前月比：137.25％　	前年同月比：100.72％

3.63トン	　前月比： 92.13％　	前年同月比： 96.54％ 3.60トン	　前月比：172.25％　	前年同月比：140.63％

「総合的な学習の時間」（ふるさと学習）についての学習発表会
　11月14日、「天川村教育の日」に開校セレモニーと学習参観・学習発表会を行いました。小中学校では、各
学年で「ふるさと天川村について」テーマを設定し、ふるさと学習に取り組んでいます。私たちのふるさとを知
り、深く学ぶことで、天川への「誇りと強い思い」を育成します。後期課程各学年の発表の様子を紹介します。

　天川村の食文化についてインタビューやアンケートを通して調べ学習をし、スライドに取りまとめました。
地場産物のグループはイチゴやふぐなど村で取り組んでいる食材について役場の方にもインタビューをしてま
とめました。家庭料理のグループはアンケートをとり、好きな天川の伝統食についてまとめました。地域の食
文化のグループは、天川の料理についてインタビューしまとめました。

　伝説班は天川村に伝わる伝説や昔話を調べ、天川の方言で紹介しました。調べた中から洞川の「蛇女房」の
昔話を洞川弁で紹介しました。間伐材班は、天川村の山林の現状について調べる中で間伐材がどのように利用
されているのかを知り、利用の仕方を通して、自分たちも何かできないかを考えました。天川村森林組合のご
厚意で間伐材の木工材をいただき、ミニハウス制作を行いました。

　９年生は「ふるさとと未来を見つめ発信する」ことを学習目標とし、テーマ設定をしました。自分たちに何
ができるか思いをめぐらせ、天川を紹介するＣＭやポスター制作に取り組みました。役場の方には、撮影のポ
イントや色彩、配置等のアドバイスをいただき、制作に活かすことができました。これらを見た人が天川村に
行きたくなるようなきっかけになればいいと願っています。

天川小中学校

だより
ふるさとを愛し、自らの未来を
主体的に切り拓く児童生徒の育成

小
中

教育目標

７年生「天川村の食文化について」

８年生「天川村の伝説と間伐材について」

９年生「気になりませんか天川村」


